
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 53 地層② 

 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（埼玉県） 



  

 

 

     

問 1 れき岩・砂岩・泥
でい

岩
がん

は，堆
たい

積
せき

岩
がん

を粒の大きさで分類したもので，粒の直径が 2mm 以上のものが

れき岩，2mm～  mmのものが砂岩，  mm以下のものが泥岩である。堆積岩は流水のはたら

きなどによって粒が丸みを帯びている。 

 特徴：粒が丸みを帯びている 

 区別：岩石にふくまれる粒の大きさ 
 

問 2（1）   柱状図（地質柱状図） 
 

（2）「塾技 53  」④より，各地点における同じ凝灰岩の層の上面の標高を求めて比べればよい。 

  a地点：250－22 = 228〔m〕  b地点：240－12 = 228〔m〕 

  c地点：250－28 = 222〔m〕  d地点：230－8 = 222〔m〕 

  ※e地点のボーリング試料にある凝灰岩の層は，他の地点の凝灰岩の層とは異なることに注意。 

上面の標高が同じ a－b方向および c－d方向，すなわち東西方向は水平であるが，a－c方向

（南北方向）では，北の a地点より南の c地点の方が 6m低くなっている。 

以上より，自宅周辺では，地層全体が南向きに低くなるように傾いていることがわかる。 

 ウ 
 

（3）A さんの自宅地点の凝灰岩の層の上面の標高は，c 地点およ

び d 地点と同じ 222m となるので，柱状図で表すと，地表か

ら，240－222 = 18〔m〕のところにある。これをもとに柱状

図をかくと，右の図のようにある。（南北方向の関係にある b

地点より 6m低くなるので，b地点の柱状図を 6m下げたもの

になると考えてもよい） 

 
 

問 3（1）凝灰岩は火山灰や軽石などが堆積したもので，当時，火山の噴火があったことを表す。 

また，e地点のボーリング試料から見つかったビカリアは，「塾技 52  」（2）より，新生代

を表す示準化石である。 

 ④，エ 
 

（2）Aさんの自宅と e地点は東西方向の関係にあるため，地層の傾きはない。よって，e地点の

柱状図の①層の上面は，Aさんの自宅の柱状図の地表から，240－220 = 20〔m〕のところに

ある砂岩の層の上面と一致する。e地点では，地表から 20mの深さのところに火山の噴火が

あったことを示す凝灰岩の④層があるので，④層と同じ凝灰岩の層が A さんの自宅の地表

から，20 + 20 = 40〔m〕のところにあることになる。以上より，Aさんの自宅周辺には火山

の噴火があったことを示す地層（凝灰岩の層）は，2層あることがわかる。 
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答 
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塾技 53  補充問題 解答・解説 
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